
殊
更
に
と
り
あ
げ
、
す
ぐ
れ
た
科
学
者
と
そ
の
業
績
を
傷
つ
け
る
以

外
に
役
に
立
た
な
い
論
を
す
す
め
る
の
は
科
学
的
と
は
い
い
難
く
、

科
学
に
対
す
る
一
般
人
の
理
解
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え

ラ
（
勺
０

（
新
潟
薬
科
大
学
）

蜀
圖
同
ｇ
ｍ
ｏ
房
吻
○
口
届
や
可
Ｉ
扇
司
司
は
Ｏ
Ｂ
易
○
○
一
庁
鳴
扇
旨
、
彦
［
己

○
日
昌
胃
ぽ
い
①
扇
⑮
長
田
閃
○
句
岸
密
蜘
閃
品
旨
め
田
８
諦
誘
○
門
具
田
ケ
く
い
旨
．

○
回
目
宮
廷
鴨
晟
四
？
届
司
司
シ
ご
翼
○
日
と
屍
３
二
国
璽
両
○
弔
屋
四
②
ｌ
、

著
書
に
己
の
閃
凹
、
営
臣
の
“
畠
ｇ
、
ｂ
ｏ
国
名
画
言
扇
殿
、
目
目
。
目
目
吻

合
庁
ｚ
騨
冒
国
、
巨
言
日
日
旨
⑦
９
５
侭
２
〕
ｏ
四
扇
冒
、
巳
⑦
ぐ
の
冒
言
凸
巳
Ｏ
ｇ

冒
席
昌
鳥
届
司
が
あ
る
（
冨
巨
具
望
切
扇
＆
ご
巳
．
』
》
扁
認
）
。

水
プ
レ
シ
ス
モ
法
に
よ
っ
て
上
腕
筋
収
縮
時
に
容
積
減
少
を
桑
と

め
、
当
時
の
古
典
学
説
を
批
判
し
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
（
例
え
ば

国
胃
。
国
“
牙
庁
。
《
＆
胃
且
冒
唱
）
。
し
か
し
グ
リ
ソ
ン
の
中
心
思
想
は

晩
年
二
著
書
に
お
け
る
被
刺
激
性
学
説
で
あ
る
。

グ
リ
ソ
ン
学
説
を
つ
ぐ
も
の
は
十
八
世
紀
旨
冒
厚
。
ミ
ロ
ョ
観
‐

弓
認
の
犀
巨
冒
。
邑
国
口
辱
胃
日
で
あ
る
。
す
べ
て
の
原
形
質
は
ブ

ラ
ウ
ン
の
説
く
よ
う
に
２
ｏ
冒
匡
⑦
で
あ
り
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
（
被
刺

Ｆ
・
グ
リ
ソ
ン
の
被
刺
激
性
学
説
と

そ
の
影
響

栗
本
宗
治
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激
性
Ⅱ
興
奮
性
）
に
よ
っ
て
組
織
と
細
胞
に
つ
い
て
し
ら
べ
ら
れ
た

（
国
葛
房
聡
卑
冒
の
昔
庁
、
具
⑦
⑦
ロ
⑦
３
］
喝
ご
湯
ざ
さ
ぬ
語
⑭
ａ
３
．
岳
暖
国
×
‐

昌
昌
。
ロ
閣
員
胃
旨
冒
旨
冒
の
章
）
。
今
日
、
細
胞
膜
や
分
子
し
ゞ
ヘ
ル
に

視
点
は
拡
が
っ
た
。

グ
リ
ソ
ン
は
白
目
Ｑ
四
日
⑦
昌
巴
と
①
口
の
侭
①
胃
呂
冨
萬
①
旨
８
と
を

考
え
た
。
そ
し
て
生
体
構
造
と
し
て
胃
冒
巨
胃
昌
①
弓
国
昌
日
に

つ
い
て
論
じ
る
。
古
典
学
説
以
来
最
初
の
生
に
関
す
る
一
般
論
と
い

え
る
。グ

リ
ソ
ン
学
説
は
国
昌
９
》
国
ｏ
ａ
２
》
国
閏
号
の
Ｎ
な
ど
に
う
け
つ

が
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
筋
、
神
経
に
つ
い
て
の
各
論
の
方
向
に
す
す

ん
で
、
生
の
一
般
論
と
し
て
は
む
し
ろ
混
乱
を
み
た
。
国
。
葛
鳥
昌

の
出
現
は
こ
の
よ
う
な
背
景
に
お
い
て
で
あ
っ
た
（
く
国
乏
。
目
誓
い
望
‐

｝
冒
騨
ご
胃
。
冒
同
の
）
。
ブ
ラ
ウ
ン
著
国
①
日
の
貝
唖
具
冨
の
島
。
旨
①
弓
認
は

体
系
と
し
て
簡
明
で
あ
る
の
象
で
な
く
、
当
時
の
治
療
医
学
の
基
礎

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
は
大
で
前
世
紀
の
グ
リ
ソ
ン
学
説
と
は
対

照
的
で
あ
っ
た
（
ブ
ラ
ゥ
ン
説
の
流
の
一
つ
罰
⑦
宮
冒
昌
。
言
＆
固
国
の
、

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
派
生
し
た
麻
酔
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
学
会
に
お
い
て
発

表
し
た
。
）

グ
リ
ソ
ン
学
説
は
十
九
世
紀
に
具
体
的
検
討
が
な
さ
れ
る
、

ぐ
胃
冒
乏
轡
切
○
⑦
］
巨
胃
冨
号
ｏ
ざ
唱
の
岳
＄
第
十
四
講
、
国
の
目
凹
ａ
〉
唖

Ｆ
①
吻
悶
ぽ
ご
○
日
ｇ
の
“
号
］
斡
言
⑦
扁
認
第
七
講
、
卑
○
目
の
威
号

毎
０
８
巨
農
日
間
Ｉ
冒
卿
冒
巨
展
〕
牙
口
里
巨
晟
。

今
世
紀
、
例
え
ば
曽
日
①
の
巨
脚
鼻
ｇ
凶
①
は
関
連
痛
に
つ
い
・
て

胃
凰
国
匡
①
さ
９
９
号
の
名
冒
匙
の
Ｃ
ａ
、
リ
ウ
マ
チ
熱
に
つ
い
て
営
凰
‐

国
匡
①
胃
四
目
を
説
い
た
。
そ
の
頃
ｏ
⑦
Ｏ
侭
⑦
。
己
①
（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
）
は
〆
冒
凰
旨
弓
胃
ｏ
ご
ｇ
い
ず
○
具
に
つ
い
で
シ
ロ
○
日
‐
シ
鵠
０
９
異
５
口

そ
し
て
シ
§
宮
昌
。
ロ
を
説
い
た
。
異
常
な
い
し
過
剰
刺
激
と
そ
の

治
療
に
関
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
グ
リ
ソ
ン
の
直
接
引
用
は
な
い

が
思
想
の
つ
な
が
り
は
染
の
が
せ
な
い
。

（
西
宮
市
）
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